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車の手入れ

■手入れのしかた
下記のような場所を走行した後や、塗装面

に異物が付着した場合は、必ず洗車してく

ださい。

また、飛び石などにより、塗装面に傷があ

る場合、錆の原因となりますので早めに補

修してください。

凍結防止剤を散布した道路や海岸地帯、

ぬかるみ、砂地、砂利道を走行した後は、

錆の原因となりますので車体の下廻り、

足廻りを念入りに洗ってください。

コールタール、ばい煙、鳥のふん、虫、

樹液などがついたとき。

■保管のしかた
車の保管、長期間の駐車には次のような場

所をお奨めします。

直射日光が当たらない風通しのよい場

所。

鉄道線路わきや農薬などの化学薬品が飛

散する場所、木のそばを避けます。

いたずらされにくい場所。

日常の手入れ

アドバイス

ラフロード等を走行し、泥や砂が床下

部に付着したままで放置すると、錆の

原因となります。ラフロード等の走行

後には、床下部を洗車し堆積した泥や

砂を洗い流してください。なお、洗車

する場合は先の尖ったものや鋭利なも

のを使わないでください。ブレーキ

ホースや配線等に傷をつけるおそれが

あります。

夏期の屋外に車を止めると車内温度が

非常に高くなります。可燃物（ライター

やスプレー缶など）は置かないでくだ

さい。また、インストルメントパネル

の上、シートの上にゴム類を置かない

でください。変色することがあります。

長い間車を使用しない場合には、駐車

ブレーキを引かずに“1”あるいは“R”

（マニュアル車）／ （オートマチック

車）に入れ、輪止めをして車が動かな

いようにしてください。

また、ワイパーを立てておいてくださ

い。ブレード（ゴム）のくせ付きや汚

れの付着を防止できます。

ボディカバーについて、下記の点をお

守りください。

･ スバル純正品の中から車に合ったも

のを選んでください。

･ ときどき水洗いして砂ぼこりなどを

洗い流してください。

･ 風で飛ばされないように確実にかけ

てください。

･ 雨の後はボディカバーを外し、車と

ボディカバーを乾かしてください。

使用条件により、ブレーキの塗装部分

の色の変化や、塗装の剥がれが発生す

る場合があります。
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■洗車のしかた
水を充分かけながら洗車します。

ボディは柔らかいスポンジやセーム皮を

使って洗います。

足廻り、フェンダー内側、下廻りなどを

洗うときはゴム手袋を着用し、ハンドブ

ラシなどを使って洗います。泥や砂など

をよく落としてください。

拭き残しがないようにきれいに水を拭き

取ります。

汚れがひどいところは中性洗剤で洗い、

さらに水で完全に洗い落とします。

●自動洗車機を使うとき
ルーフアンテナ付車はロッドを取り

外し、ロッドアンテナ付車はアンテナ

を縮めてください。

☆4－19ページ参照

ドアミラーを格納してください。

リヤスポイラー付車を洗車する場合、

上面ブラシやエアブローダクトを使

用しないでください。上面ブラシやエ

アブローダクトがリヤスポイラーに

引っかかり、リヤスポイラーを損傷す

ることがあります。

自動洗車機の種類によっては、ブラシ

が引っかかりリヤワイパーを損傷さ

せるおそれがあります。洗車前に自動

洗車機の使いかたをよく確認し、リヤ

ワイパーを損傷させるおそれがある

場合はリヤワイパーをガムテープで

固定してください。係員がいる洗車場

では、係員の指示に従ってください。

マイカ塗装車はすり傷が目立ちやす

いので、スポンジやセーム皮での手洗

いをお奨めします。

●高圧洗車機を使うとき
洗車ノズルと車体との距離を充分離

してください。（30 cm以上）

同じ場所を連続して洗浄しないでく

ださい。

汚れが落ちにくい場合は手洗いして

ください。洗車機から噴射される温水

は機種によっては高温・高圧のものが

あるので、モールなど樹脂部分の変

形、損傷や車内に水が入ることがあり

ます。

ターボ車において、ボンネットのエア

インテークグリルに洗車ノズルを近

づけないでください。インタークー

ラーのフィンが曲がることがありま

す。

外装の手入れ

注 意

エンジンルーム内には直接水をかけ

ないでください。エンジン始動不良や

エンジン不調、電気部品、配線部、パ

ワーステアリングの故障、クラッチ切

れ不良、ブレーキの効き不良などの原

因につながるおそれがあります。

洗車後は、ブレーキの効きが悪くなる

ことがあります。後続車に注意しなが

らブレーキの効き具合を確かめてく

ださい。

アドバイス

ターボ車において、ボンネットのエア

インテークグリルには水をかけないで

ください。

アルミホイールはセーム皮、スポンジ

など柔らかいもので洗います。

汚れがひどいときは、中性洗剤を使っ

て洗い、ワックスがけをしてください。
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■ワックスのかけかた
洗車のあと、ボディの温度が体温以下のと

きワックスがけをします。

■バンパー塗装面のお手入れ
バンパーの塗装面を末永くきれいな状態で

お乗りいただくために、以下のような日常

のメンテナンス方法をお奨めします。

①中性洗剤を用いてバンパーに付着した汚

れをよく洗い落としてください。

②塗装表面に汚れが付着した状態で長期間

放置すると、汚れが表面に固着して落ちに

くくなりますので、こまめな洗車を行って

ください。（少なくとも月に1回程度を目安

とし、汚れが目立ってきたらその都度洗車

してください。）

③洗車をしてもバンパーの汚れが落ちきら

ない場合は、微粒子コンパウンド、または

コンパウンド入りワックス（推奨品；サン

ジェット2000）を用いてのお手入れを行っ

てください。

④最後にワックス仕上げを行ってください。

■ガラスの手入れ
油膜などがガラスについてワイパーの拭き

残しが出たときは、ガラス洗浄剤を使って

きれいに落としてください。

ガラス洗浄剤はスバル純正品を使用してく

ださい。
アドバイス

お使いになるワックス、コンパウンドの

使用上の注意をよく読んでから使用し

てください。

アドバイス

【酸性雨に注意】
バンパーに限らず、雨（酸性雨）が降っ

たときは、出来る限り塗膜上の水分が蒸

発する前の洗車をお奨めします。そのま

まの状態で時間が経過すると、塗膜が酸

で侵される事があります。その他、鳥

糞・虫・花粉・樹液などの付着は、放置

されると塗膜を侵す原因となりますの

で早めに洗い落としてください。

アドバイス

フロントガラスにワックスが付着した

り、窓ガラス用水はじき剤を使用しま

すと、ワイパーのビビリの原因になり

ます。

フロントガラスにワックスが付かない

よう注意してください。ガラスに被膜、

油膜が付着していると、ワイパーの拭

きが悪くなると同時に夜間の雨降りの

場合、対向車のヘッドライトでガラス

がぎらぎら光り大変危険です。

このようなときは、油膜落とし専用の

ガラスクリーナーで除去してくださ

い。

リヤガラス（電熱線）を車内から拭く

ときは、ガラス洗浄剤を使わず、柔ら

かい布などで軽く、電熱線に沿って拭

いてください。洗浄剤を使うと、リヤ

ウインドゥデフォッガーの電熱線を損

傷することがあります。
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①カークリーナーや電気掃除機などでほこ

りを取り除きます。

②水またはぬるま湯を含ませた布で軽く拭

き取ります。汚れがひどいときは中性洗

剤の水溶液を柔らかい布に軽く含ませ

て、汚れを落とします。

飲食物などをこぼしたときは、すぐに汚

れを落としてください。

③直射日光を避け、風通しの良い日陰で乾

燥させます。

■本革内装の手入れ
汚れ落としには、ウール用中性洗剤を5％濃

度にうすめた液を柔らかい布に軽く含ませ

て拭いてください。

残った洗剤分は、真水を含ませた柔らかい

布でよく落としてください。

乾燥は直射日光を避け、風通しのよい日

陰で行ってください。

ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤は変

色、シミなどの原因になりますので使用

しないでください。

本革内装表面に油汚れなどがつくとカビ

やシミなどの原因になります。早めに落

としてください。

本革内装表面を直射日光に長時間さらす

と、変質、縮みの原因になります。駐車

するときは、日よけに心がけてください。

夏期などにビニール類を本革内装の上に

置かないでください。室内が高温になる

とビニールが変質して本革内装に付着す

ることがあります。

内装の手入れ

警 告

シートベルトの清掃にベンジンやガ

ソリンなどの有機溶剤や漂白剤を絶

対に使用しないでください。シートベ

ルトの強度が低下し、衝突などのとき

充分な効果を発揮せず、重大な傷害を

受けるおそれがあります。清掃すると

きは中性洗剤かぬるま湯を使用し、乾

くまでシートベルトを使用しないで

ください。

室内の清掃などで車内に水をかけな

いでください。

オーディオ類やフロアカーペット下

の電気部品などに水がかかると火災

や故障の原因になるおそれがありま

す。

アドバイス

内装の手入れをするときは、ベンジン、

ガソリンなどの有機溶剤や酸、または

アルカリ性の溶剤は使用しないでくだ

さい。変色やシミの原因になります。

また、各種クリーナー類には、これら

の成分が含まれているおそれがありま

すのでよく確認のうえ使用してくださ

い。

液体芳香剤をこぼさないように注意し

てください。含まれる成分によっては

変色やシミ、塗装はがれの原因になる

おそれがあります。
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■その他の手入れ
エアコン操作部、メーター、オーディオ操

作部、インストルメントパネル、コンソー

ルボックス、スイッチなどのプラスチック

部品を清掃するときは、ぬれた柔らかい布

を使用してください。

きれいで柔らかい布を水あるいはぬるま湯

に浸し、汚れを軽く拭き取ります。

■ワイパー本体の交換
●フロント、リヤ（セダン）
①ワイパーアームについているツメを

押しながらブレードを矢印の方向に

引いて外してください。

②ワイパーアームに新品のワイパーブ

レードを取り付けてください。

このとき、ブレードのフックが確実に

固定されていることを確認してくだ

さい。

③手を添えながらワイパーアームを元

の位置に戻してください。

ワイパーブレードの交換

700370

700155
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●リヤ（ワゴン）
①ワイパーアームを起こし、ワイパーブ

レードを反時計回りに回してくださ

い。

②ワイパーアームを手で支えながら、ワ

イパーブレードを手前に引き、取り外

してください。

③ワイパーアームに、新品のワイパーブ

レードを取り外しの逆手順で取り付

けます。手を添えながらワイパーアー

ムを元の位置に戻してください。

■ブレードラバーの交換方法
●フロント
①古いブレードラバーを引き抜きます。

図のように凸部分をつまんで引き抜

いてください。

②新しいブレードラバーを挿入します。

このとき、ラバーの溝を間違えないよ

うに挿入してください。

700063

700064

700014

700015
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③ブレードラバー先端のストッパーに

ブレードのツメを確実に挿入してく

ださい。

適切に挿入されていないとガラス面

に傷をつけるおそれがあります。

④確実に装着されているか、確認してか

らワイパーを作動させてください。

適切に装着されていないと、ガラス表

面に傷をつけるおそれがあります。

●リヤ
①ブレードラバー端部をワイパーブ

レードから外してください。

②ワイパーブレードのツメ部からブ

レードラバーを引き抜いてください。

③ワイパーブレードに新品のワイパー

ブレードラバーを挿入してください。

このとき、ブレードラバーの溝部にワ

イパーブレードのツメ部が挿入され

ていることを確認してからワイパー

を作動させてください。適切に装着さ

れていないと、ガラス面に傷をつける

おそれがあります。

700016

700017

700018
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■タイヤの点検
タイヤに大きな傷がないか、くぎがささっ

たり石が噛み込んでいないかを日常的に点

検してください。

タイヤが異常に摩耗していないかも併せて

点検してください。

タイヤの損傷や異常摩耗が見つかったらス

バル販売店にご相談ください。

■タイヤ空気圧と摩耗
タイヤの空気圧を適正に保つことは、タイ

ヤの寿命を延ばすだけでなく走行性能の点

で非常に重要です。スペアタイヤを含むタ

イヤの空気圧は、最低でも月に1回は燃料補

給の際等に点検し正しく調整してくださ

い。また、長距離走行の前にも必ず点検し

てください。

アドバイス

ワイパーブレード本体およびブレード

ラバー（ゴム）はスバル純正品をご使

用ください。純正品以外を使用すると、

適切に装着できない場合があります。

ブレードラバーは交換部品です。傷ん

だままのブレードラバーを使い続ける

とガラスに傷をつけるおそれがありま

す。払拭性能が落ちてきたり、スジつ

きが目立つようになったら早めに交換

してください。

ワイパーブレードの寸法は下記のとお

りです。

フロント

　運転席側：550 mm

　助手席側：425 mm

リヤ

　ワゴン　：350 mm

　セダン　：375 mm

起こしたワイパーを戻すときは、手を

添えながら、ゆっくりとウインドゥガ

ラス面へ戻してください。スプリング

の力だけで離れた位置から戻すとワイ

パーアームの変形や、フロントガラス

に傷がつくことがあります。

タイヤおよびホイール

注 意

縁石にぶつかったときや荒れた路面

を走行したときの衝撃でタイヤやホ

イールが目に見えない損傷を受ける

ことがあります。縁石に乗り上げない

ように心がけてください。やむを得ず

縁石に乗り上げる際はゆっくりと、直

角に乗り上げるようにしてください。

また、駐車するときはタイヤが縁石に

押しつけられていないか確認してく

ださい。

走行中いつもと違う振動を感じたり、

車両の直進性が悪いようであれば、い

ずれかのタイヤおよびホイールが損

傷を受けている可能性があります。お

近くのスバル販売店まで安全を確か

めながら走行して点検を受けてくだ

さい。
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空気圧の点検は、タイヤが冷えているとき

に実施してください。空気圧ゲージを使用

し、タイヤ空気圧ラベルに記載されている

指定値どおりに調整してください。

タイヤ空気圧ラベルは運転席側のドアを開

けたボディ側に貼られています。

タイヤはわずかな距離を走っただけでも暖

まり空気圧は上昇します。また、タイヤの

空気圧は気温の影響も受けますので、空気

圧の点検は屋外で運転開始前に行うのが最

良です。

タイヤが暖まっているとタイヤの中の空気

が膨張するために空気圧は高くなります。

誤って空気圧を下げないでください。

タイヤ空気圧が適正でないと操縦性能や乗

り心地を悪化させるとともにタイヤの偏摩

耗や異常摩耗の原因となります。

空気圧が適正である場合…

タイヤの接地面が均一に摩耗。

路面との接地性が良くハンドル操作が

正確になります。

車輪の抵抗が減るため燃料消費量が減

少します。

空気圧が不足している場合…

タイヤの接地面の端部が摩耗。

車輪の抵抗が増えるため燃料消費量が増

加します。

注 意

扁平タイヤ（45タイヤなど）の空気圧

は、見ためではわかりづらいため、必

ず空気圧ゲージで点検してください。

タイヤが暖まっているときは約 30 kPa

（0.3 kgf/cm2）空気圧が高くなります。

タイヤが冷えているときというのは、

車を3時間以上駐車しておくか、走行

距離が1 km以下の走行を意味します。

700027

700019

700020
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空気圧が過大な場合…

タイヤ接地面の中央部が摩耗。

車の乗り心地が悪くなります。

タイヤが路面の凹凸の影響を受けやすく

なり、車両故障の原因になります。

■ホイールバランス
新車時、各ホイールのバランスは調整して

ありますが、しばらく使用するとタイヤの

摩耗とともにホイールバランスが狂ってき

ます。

ホイールバランスが適正でないと特定の速

度域でハンドルが小刻みに振動したり、直

進性が悪くなったりするばかりか、ステア

リング系統やサスペンションの故障および

タイヤの異常摩耗などの原因となります。

ホイールバランスの狂いによる振動を感じ

たらスバル販売店でホイールバランスを点

検・調整してください。

タイヤの修理をした際、またはタイヤを交

換した際もホイールバランスの調整をして

ください。

■ホイールアライメント
車両の走行安全性の確保およびタイヤの異

常摩耗防止のため、あらかじめサスペン

ションおよびホイールに設定されている角

度です。

縁石にぶつかったりするとホイールアライ

メントが狂うことがあります。

警 告

とくに空気圧が低い状態のまま高速走

行するとタイヤは極端に変形しタイヤ

自体の温度が急激に高くなります。タイ

ヤ温度の急激な上昇は、タイヤの接地面

にセパレーション（剥離現象）を生じさ

せ、タイヤの破裂を引き起こす原因にな

ることもあります。その結果、車両のコ

ントロールを失い事故につながるおそ

れがあります。

700021

注 意

ホイールアライメントが狂っていると、

タイヤの片側だけが摩耗したり走行安

定性が低下します。タイヤの異常摩耗に

気がついたらスバル販売店にご相談く

ださい。
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■ウエアインジケーター
タイヤには、ウエアインジケーター（摩耗

状況を表示するもの）がついています。タ

イヤの接地面の溝の深さが1.6 mm以下にな

ると現れます。

タイヤの接地面にウエアインジケーターが

現れたときにはタイヤを交換してくださ

い。

（1）新品タイヤ

（2）摩耗したタイヤ

（3）ウエアインジケーター

■回転方向指定タイヤ
回転方向が指定されているタイヤには回転

方向マークが表示されています。タイヤを

取り付けるときには回転方向マークを前進

方向に合わせてください。左右を入れ替え

ないでください。

警 告

ウエアインジケーターが現れたら、タイ

ヤの摩耗が限度以上になっています。す

ぐにタイヤを交換してください。

ウエアインジケーターが現れたままで

雨天の高速走行をすると、ハイドロプ

レーニング現象＊を起こしやすく、その

結果車両のコントロールを失い、事故に

つながるおそれがあります。

＊：水のたまった道路を高速で走行す

ると、タイヤと路面の間に水が入り

込み、タイヤが路面から浮いてしま

い、ハンドルやブレーキが効かなく

なる現象

(1) (2)(3)

700022

注 意

安全のためにタイヤの接地面を定期的

に点検しウエアインジケーターが現れ

る前に新品と交換するよう心がけてく

ださい。

700156
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■タイヤの位置交換
（タイヤローテーション）
タイヤの摩耗は、各タイヤごとで異なりま

す。タイヤの寿命を延ばすには、タイヤの

摩耗を均一にする必要があります。5,000

km ごとに前後のタイヤの位置交換を行う

ことが最善です。

〈回転方向指定タイヤの場合〉

〈回転方向指定タイヤ以外の場合〉

■タイヤの交換
ホイールおよびタイヤは単なる付属品では

なく、設計上でも大変重要な役割を果たし

ています。

お車には、走行性能と乗り心地と寿命をバ

ランスさせた、車の性格に最も合ったタイ

ヤが標準装備として取り付けられていま

す。タイヤを交換する際は、タイヤ空気圧

ラベルに指定されているタイヤを使用して

ください。

タイヤを交換するときは、下記事項をお守

りください。

4輪とも必ず、指定サイズ、同一サイズ、

同一メーカー、同一銘柄および同一ト

レッドパターン（溝模様）のタイヤを装

着してください。

著しく摩耗したタイヤは使用しないでく

ださい。

摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しな

いでください。

タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってく

ださい。

700400

700401

アドバイス

タイヤの位置交換をする際は、タイヤの

偏摩耗や損傷を確認し、必要に応じてタ

イヤを交換してください。

タイヤの位置交換後、タイヤ空気圧を調

整しホイールナットの締め付けを確認

してください。

約1,000 km走行後にホイールナットの締

め付け具合を点検してください。いずれ

かのナットがゆるんでいるようであれ

ば締め付け直してください。
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■ホイールの交換
ホイールを交換するときは、必ず指定サ

イズで同一種類のホイールを取り付けて

ください。

ホイールのサイズはサービスデータをご

覧ください。

☆8－6ページ参照

警 告

4 輪のうち 1 輪でも異なるタイヤを装

着していると、車両の駆動系の損傷に

つながるおそれがあり危険です。ま

た、操縦性・ブレーキ性能を危険なも

のにし、事故につながる可能性があり

ますので、下記事項をお守りくださ

い。

･ 4 輪とも必ず、指定サイズ、同一サ

イズ、同一メーカー、同一銘柄およ

び同一トレッドパターン（溝模様）

のタイヤを装着してください。

･ 著しく摩耗したタイヤは使用しな

いでください。

･ 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使

用しないでください。

･ タイヤの空気圧を指定空気圧に

保ってください。

･ 応急用スペアタイヤは、指定された

サイズを、指定した位置に装着して

ください。

なお、冬用タイヤ（スタッドレスタイ

ヤ）を装着するときも同様です。

ラジアルタイヤ以外は装着しないで

ください。操縦性を危険なものにし、

事故につながるおそれがあります。

警 告

仕様違いのホイールを装着しないでく

ださい。ホイールがブレーキに接触した

り、タイヤと車体とのすき間が変わるこ

とで操舵時にタイヤが車体に接触し、車

両のコントロールができなくなり、事故

につながるおそれがあります。

アドバイス

ホイールは、リムサイズやオフセット

が同じでも、他の車の物は使えない場

合があります。お手持ちの物をご使用

になるときは、スバル販売店にご相談

ください。

アルミホイールには荷重制限がありま

すので、交換するときはスバル販売店

にご相談ください。

タイヤやホイールを交換したときは、

ホイールバランスを確実にとってくだ

さい。
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交換方法が記載されていない電球の交換につきましてはスバル販売店にご相談ください。

※バルブ交換時はランプASSY交換になります。

電球（バルブ）の交換

番号 電球（バルブ） 容量 バルブ形式

（１）車幅灯（ポジションランプ） 12V-5W W5W

（２）前面方向指示灯 兼 非常点滅表示灯 12V-21W WY21W

（３）スポットマップランプ 12V-8W －

（４）ルームランプ 12V-8W －

（５）側面方向指示灯 兼 非常点滅表示灯 12V-5W ※

（６）前照灯（ヘッドランプ）ハイビーム 12V-60W HB3

（７）前部霧灯（フロントフォグランプ）
標準バンパー 12V-51W HB4

スポーティバンパー 12V-55W H3

（８）前照灯（ヘッドランプ）ロービーム
ハロゲン 12V-55W H7

HID 12V-35W D2S

(8)

(4)(3)

(7)(6)

(1)(2)

(5)

700375
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セダンのスポイラー内蔵型ハイマウントストップランプはLEDタイプとなります。交換はスバ
ル販売店にご相談ください。

番号 電球（バルブ） 容量 バルブ形式

(9) トランクランプ（STI spec Cは除く） 12V-5W W5W

(10)

ハイマウントストップランプ

(セダン)
室内置き 12V-21W P21W

ハイマウントストップランプ

(ワゴン)

標準ガラス 12V-13W －

濃色ガラス 12V-16W W16W

(11) 尾灯 12V-21W/5W W21/5W

(12) 制動灯 兼 尾灯 12V-21W/5W W21/5W

(13)
後部霧灯（リヤフォグランプ） 12V-21W W21W

後退灯（リヤフォグランプなし車） 12V-21W W21W

(14) 番号表示灯（ライセンスランプ） 12V-5W W5W

(15) 後退灯 12V-21W W21W

(16) 後面方向指示灯 兼 非常点滅表示灯 12V-21W WY21W

(17) カーゴルームランプ 12V-5W W5W

(18) 後部霧灯（リヤフォグランプ付車） 12V-21W W21W

(19) 後面方向指示灯 兼 非常点滅表示灯 12V-21W PY21W

(20) 制動灯 12V-21W/5W W21/5W

700380

(9)(10)(11)(12)

(14) (13) (16)

(14)

(10) (12)(17)

(13)(16)

(15)

(15)

(9)(10)(15)(19)

(14) (18) (20)(11)



車の手入れ

7－17

車
の
手
入
れ

警 告

HID ヘッドランプは高電圧を使用してい

ます。不適切な取り扱いや分解を行うと

感電するおそれがあります。HID ヘッド

ランプのバルブ交換はスバル販売店に

ご依頼ください。

注 意

定められたワット数のものと交換し

てください。大きなワット数のものに

交換すると、車両火災の原因につなが

るおそれがあります。

ハロゲンバルブはガラス球内部の圧

力が高いため、落としたり、物をぶつ

けたり、傷をつけたりすると損傷して

ガラスが飛び散ることがあります。

取り扱いには充分に注意してくださ

い。

ハロゲンバルブの電球の表面に手な

どが触れないようにしてください。使

用時電球が高温になるため、油などが

付着すると寿命が短くなります。触れ

た場合は、中性洗剤のうすい水溶液を

柔らかい布に含ませてよく拭き取っ

てください。

アドバイス

ヘッドランプ、制動灯などのランプは、

雨天走行や洗車などの使用条件により

レンズ内面が一時的に曇ることがあり

ます。これはランプ内部と外気の温度

差によるもので、雨天時などに窓ガラ

スが曇るのと同様の現象であり、機能

上の問題はありません。

ただし、レンズ内面に大粒の水滴がつ

いているときや、ランプ内に水がた

まっているときは、スバル販売店にご

相談ください。

取り外した部品をなくさないようにし

て、元どおりに取り付けてください。

電球のソケットなどが確実に取り付け

られていないと、水が入る原因になり

ます。

電球を交換したときは、点灯、消灯、

点滅を確かめてください。

ヘッドランプを交換したときは法令で

定められた光軸調整が必要となりま

す。

スバル販売店にご相談ください。

レンズをネジで締め付けるとき、締め

過ぎてレンズを割らないように気をつ

けてください。



車の手入れ

7－18

■ヘッドランプ
助手席側（バッテリー側）のハイビームの

み交換できます。

●ハイビーム
①ウォッシャータンクをとめているク

リップを取り外し、ウォッシャータン

クのノズル部を傾けてください。

②コネクターを抜きます。

③電球を反時計回りに回し、ソケットを

引き抜きます。

■リヤコンビネーションランプ
●セダン
①トランクリッドを開けます。

②内張りのクリップを2か所外します。

（STI spec C はカバーのネジについて

いるクリップを2か所外します。）

B00393

700093

700372

700097
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③内張りをめくり、リヤコンビネーショ

ンランプ本体から、電球のソケットを

反時計回りに回しソケットごと引き

抜きます。

〈リヤフォグランプ付車〉

（1）尾灯

（2）制動灯 兼 尾灯

（3）後部霧灯（リヤフォグランプ）

（4）後面方向指示灯 兼 非常点滅表示灯

〈リヤフォグランプなし車〉

（1）尾灯

（2）制動灯 兼 尾灯

（3）後退灯

（4）後面方向指示灯 兼 非常点滅表示灯

〈1.5 セダン〉

（1）後面方向指示灯 兼 非常点滅表示灯

（2）後退灯

（3）制動灯

（4）尾灯

（5）後部霧灯（リヤフォグランプ）

④電球をそのまま引き抜きます。

1.5 セダンの（1）の電球は、電球を

押しながら反時計回りに回して取り

外します。

■番号表示灯
①ネジ（2本）をゆるめ、レンズを外します。

②ソケットから電球を引き抜きます。

(1)(2)

(4)
(3)

700373

(1) (2)

(4)
(3)

700364

5

700098

(1)

(2)

(5)(4)

(3)

700103
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■ルームランプ
①レンズの縁にマイナスドライバーを差し

込み、レンズを取り外します。

②電球を引き抜きます。

■カーゴルームランプ
①レンズを取り外します。

②電球を引き抜きます。

■スポットランプ
①レンズの縁にマイナスドライバーを差し

込み、レンズを取り外します。

②電球を引き抜きます。

■トランクルームランプ
●セダン（STI spec Cは除く）
①トランクリッドを開けます。

②レンズの側面を押しながら、レンズを

手前に引き抜きます。

③ソケットから電球を引き抜きます。

アドバイス

レンズを外すとき
レンズを傷つけないよう、なるべく細い

マイナスドライバーを使ってください。

700104

B00461

アドバイス

レンズを外すとき
レンズを傷つけないよう、なるべく細い

マイナスドライバーを使ってください。

700106

700163
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■ハイマウントストップランプ
●ワゴン

①リヤゲートを開けます。

②ネジ（２本）をゆるめ、ハイマウントス

トップランプカバーを取り外します。

③電球を引き抜き、新しい電球を取り付け

ます。

④ハイマウントストップランプカバーを取

り付け、ネジ（２本）を締め付けます。

■その他のランプ
電球交換の作業が難しいものもありますの

で、スバル販売店へ依頼してください。

700377
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